
日本史

(解答番号　　　 ～　　　　）１ 32

※日本史は「経済経営学部」「人文学部」

および「健康医療学部健康スポーツ学科」のみ選択可
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１ 　 の に するＡ・ の文 下の問い（ １ ）に答えなさい。

Ａ　 し の はなお してい 。 な としな

の てい し ・ に する
）

人 に してい 。

一 は の ・ と の れ の に 言する

と れ 。

なると て 　　ア　　 い 。１２１９年 　　ア

と にあ されると と との になる。 は

経 に えて る とにし 　　ア は の

して １２２１年に の 。と
）

はあえな れ

の ・ の されて そ に に お れ 。そして 題 さ

れ の の 人の にあ 。 の 題に され

イ　　 は て の いで となり の し 。

１　下 部 ）に して 次の文 ・ と それに する人 との 合 と

して しい の 下の のう 一 選 なさい。　 １

　 の は ９３９年に で お し 。

　 の は １０８３年の 年の で として の し 。

　　 　 　 　 　

・ ・ ・ ・
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　 欄 ア の人物に いて 次の文 ・ と それに する語 と

の 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。　 2

　 の は ア るとと に 選 に さ

。

　 ア の である の人物は に されて の とと に の

に て な 。

　　 　 　 　　 　 　

・ ・ ・ ・

　下 部 ）に して れ の の に いて 次の文 ・

と それに する人 との 合 として しい の 下の のう 一

選 なさい。　 3

　 の人物は の で し 。

　 の人物は の で し 人物の であり の 心とな て るい

世一 な し の い れて に い れ 。

　　 　 　 人 　 　

・ ・ ・ ・
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　 欄 イ の人物に して 次の文 に いて しい のの 合

下の のう 一 選 なさい。　

　　 　合 に と すす る に おい 。

　　 　合 に と すす る に おい 。

　　 　合 に と すす る 度 し 。

　　 　合 に と すす る 目 し 。

・ ・ ・ ・

　２度の ン は に な 化 し 。本 一 の する

と れて は としての え では
）

人の

とな 。 の とな て 人より 人 ようになり

人の である
）

の り るようにな 。

　 では 覚 と とに れて うようにな 。そ で は １３１７

年 で す の し 年 覚 の 　　ウ

し 。 の に 機 　　ウ は お な て すす

るとと に そうとは 。その は １３３３年

　　ウ　　 は 一 の し 。

　下 部 ）に して 次の文 に いて しい のの 合 下の の

う 一 選 なさい。　

　　 　 人は に され その経済 。

　　 　 人は に され その経済 。

　　 　 あ て による に り える 人 えてい 。

　　 　 による に り える 人 えてい 。
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・ ・ ・ ・

　下 部 ）に して 次の文 に いて しい のの 合 下の の

う 一 選 なさい。　

　 　１２８５年の では 心とな て 人である し

。

　 　１２８５年の では 心とな て 人である し

。

　　 　 は る の に され 。

　　 　 は る の に され 。

・ ・ ・ ・

　 欄 ウ の人物に して 次の文 に いて しい のの 合

下の のう 一 選 なさい。　

　　 　 ウ の は２度 し 。 れ の と の である。

　　 　 ウ の は２度 し 。 れ の と の である。

　　 　 ウ の し では な とりあ う その 心と

な 。

　　 　 ウ の し では な とりあ う その 心

とな 。

・ ・ ・ ・
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　 世の ・ に する次の文 下の問い（ ）に答えなさい。

１７１６年
）

の１ である の ８ にな 。 お な

）
心とする の の と 。 は１７１９年に

）
対済し

して の と 化 は り
）

のし に え 。

　 とと に おい の の であ 。 の で１７１７年に

とな 　　ア　　 は １７１８年に し な の

して 題とな てい の の お な 。 の下 と

物 の は 年 て生 する さ 下 の生 す ので

解 とされる問題であ 。 の対 として に いては 　　イ の 場

して の ・ に と
）
物 に対して さ な お な れ 。

その
）

の 文 で 一 の 。

　下 部 ）に して のう の の 合 として しい の

次の のう 一 選 なさい。　

一 　 　

一 　 　

　 　

　 　

　下 部 ）に して の に いて 次の文 ・ と それに す

る語 との 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。

　 １ に １００ の 合で さ その として の

る 。

　 には 年 の の に り えて 入の は 。
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　　 　 （ ） 　 （ の ）　

　　 　 　 （ ）

　　 　　

　　 　　

　下 部 ）に して 次の史 その 下の文 ・ に いて

その の 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。（史 は 一

部 し り と ある）。　

　 史 ）

一　 年
で

入
いり

（ １） なり
より

合
あい

の
の

い は
すえ

に

り なり

（ ２） の本
そう う

。 ・ り（ ３） の は 人
あい

対
い

の の に
そう え

ば

（ ４）は にて済
す

の い（ ５） す 。（下 ）

（ ）

　（ １） の ・ る 。

　（ ２）一般の の い お そ になる。

　（ ３） （ ）で う と。

　（ ４） の 。 。

　（ ５） の 。

　 に る え の で それ お に り う 一般の

しにな て 本 の ている。

　 に る えは に で 済 る

して い。
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　下 部 ）に して お な に して 次の文 に いて

しい のの 合 下の のう 一 選 なさい。　

　　 　 の の で 。

　　 　 て する し 。

　　 　 の 化 目 に する 。

　　 　 な人 に 用する と 目 に の それ 下の す

る は の う 度 。

・ ・ ・ ・

2　 欄 ア イ に入る語 の 合 として しい の 次の

のう 一 選 なさい。　 2

ア　 イ ア　 イ

ア　 イ ア　 イ

3　下 部 ）に して 物 の対 に して 次の文 ・ に いて その

の 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。　 3

　 による物 下 して の解 。

　 の は る に 数 である し 。
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　下 部 ）に して の に して 次の文 に いて しい の

の 合 下の のう 一 選 なさい。　

　　 　 の に る て 。

　　 　 して の 。

　　 　 ス の の 入 る 。

　　 　 度 る 心 機 のあり 。

・ ・ ・ ・

　１９５０年 の と日本の に するＡ・ の文 下の問い（

2 ）に答えなさい。

Ａ　１９５０年６ と に されてい
）

におい

て の る 人 の 心とする の

る に し は 。 により日本の し

は 対日 い 。 うして １９５１年９ サン ンシス

れ
）
サン ンシス され 。 年４ に して

）
７年

い 合 による は し 日本は としての し 。 と に 日

の で 　　ア　　 され 。 の と日 により の日

本 と 用 れ 。 とと に 日本は の れ

１９５４年には ・ ・ なる 　　イ　　 さ し 。
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　下 部 ）に して にお る日 に いて 文として の

次の のう 一 選 なさい。　

１８７３年 との により の そ そうとし は

し の 対にあい は れ 。

１８７６年 日本は に て 日 本 さ 。

１８８４年 において 日本と で の 化 は うとする ー クー

デ お し し 。 れ という。

１９１０年 日本は 合 に 化して

し 。

　下 部 ）に して 次の文 に いて しい のの 合 下の

のう 一 選 なさい。　

　　 　 は イ ス イン 人

な ４８ の 表と日本の し 。

　　 　 の により に対する日本の は し され 。

　　 　 の により 日本は の し の

し 。

　　 　 の により の は 人 の れ 。

・ ・ ・ ・

　下 部 ）に して ので とに して 次の文 に いて い

の 年 に し し の 下の のう 一 選 なさい。　

　　 　 ・ ・ 本 人 の ３ とする日本 され 。

　　 　 は人 言 お ない の し 。

　　 　 は 次 に対して 経済 の し 。
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　 欄 ア イ に入る語 の 合 として しい の 次の

のう 一 選 なさい。　

ア　日 イ

ア　日 イ

ア　日 イ

ア　日 イ

　１９５４年 一 の により は

し 日本 の 一 し 。 となえ とに

対して 対 する護 ３ の１の し 　　ウ

の 一 し 。 れに対して 営で 界の て 合 し

エ　　 され 。 の 対 の とでの の と
）
５５年 と 。

　一
）
日本経済は の により 気 り し 。その １９５５年

１９７３年 に て 年 １０ ー ン の な る とになる。

　 欄 ウ エ に入る語 の 合 として しい の 次の

のう 一 選 なさい。　

ウ　日本 エ ウ　 エ

ウ　日本 エ ウ　 エ
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2 　下 部 ）に して 次の文 ・ に いて その の 合 として しい の

下の のう 一 選 なさい。　 2

　 の は ・ する である。

　 の は ー のあと 選 で して 日本 の

護 し とで し 。

　 　　 　 　 　　 　

　 　　 　 　 　　 　

2 　下 部 ）に して １９５０年 の日本の経済 に いて 次の文 ・ と

それに する語 との 合 として しい の 下の のう 一 選

なさい。　 2

　 にと なう の し とにより 工 生 生

人 な の に し 。

　１９５２年 日本は の 入に と る に れに し 。

　　 　い な 気　　 　 気 　 　　 　
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　日本の に する次の文 Ａ・ 下の問い（ 22 32）に答えなさい。

Ａ　日本という の は によ て 化して 。 ・ 世においては 日本

ジ の人 は しばしば
）

との のな で の 語 うと

し 。 とえば ８世 の日本では の歴史 にな い 心とする ・歴史

）
日本 に と れ 。

　 の人 にと て 日本という の と に語る とは であ

。１３世 に生 れ 日 は 日本 るには 　　ア の

であると 　　イ　　 し 。さ に の ・ 理 である
）

学 日

本に 入され 世 に て い 。

　１７世 に し は の 覚 に ー する と し 。

例えば
）

による は 人 に としての の る

。１８世 １９世 になると は日本に する 理 な る

に
）

し 。

22　下 部 ）に して ・ 世の日本と に いて 文として

の 次の のう 一 選 なさい。　 22

５世 ・ ・済・ ・ の に し 。

８世 し は に 用され 。

１２世 は の し との し 。

１５世 は の に し 。
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23　下 部 ）に いて 次の文 に いて しい のの 合 下の

のう 一 選 なさい。　 23

　　 　 文の 年 で れている。

　　 　 人 数 されている。

　　 　 によ な し のである。

　　 　 人 心とな て し のである。

・ ・ ・ ・

2 　 欄 ア イ に入る語 の 合 として しい の 次の

のう 一 選 なさい。　 2

ア　 経 イ　 　

ア　 経 イ　

ア　 経 イ　 　

ア　 経 イ　

2 　下 部 ）に して 世の 学に いて 文として 次の

のう 一 選 なさい。　 2

は 学 学 ８ に え 。

下 は 学 学 に え 。

は 学 学 に え 。

は 学 学 ６ と７ に え 。

2 　下 部 ）に いて 次の文 に いて しい のの 合 下の

のう 一 選 なさい。　 2
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　　 　 に の り とに 日本に され 。

　　 　 に の り とに 日本 に され 。

　　 　対 の その り次 にあ 。

　　 　 の その り次 にあ 。

・ ・ ・ ・

2 　下 部 ）に して の に いて 次の文 ・ と それに

する人 との 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。

2

　 の人物は の で し である と し 。

　 の人物は の で の し 日本 し 。
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　 して１８６８年に し
）

は の 文化 に り入れ

て 化しようとし 。し し １８８０年 にはその として 日本の 文化

る お 。例えば 学で 学な 学 　　ウ は 人

学 　　エ とと に 日本 の しようとする お し 。 の２人の

の と １８８７年 する で 学 され 。

　その の日本では の とに 合され 日本は 世界 に て れ である と

いう り
）

において ークに し 。し し 次世界

には 一 して 日本は す である という となり な

）
されてい 。１９７０ ８０年 には 日本は

）
経済 として世界 な

ている という に し 。

2 　下 部 ）に して の に いて 次の文 ・ に いて その

の 合 として しい の 下の のう 一 選 なさい。　 2

　 の 文では 人 る 心 の一 として ス とされ 。

　 一 の に用いる は一 とする 一世一 の れ 。

　 　　 　 　 　　 　

　 　　 　 　 　　 　

2 　 欄 ウ エ に入る語 の 合 として しい の 次の

のう 一 選 なさい。　 2

ウ　 心 エ

ウ　 心 エ サ

ウ　 エ

ウ　 エ サ
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3 　下 部 ）に して の の に いて 文として の

次の のう 一 選 なさい。　 3

は し 機 し 。

一 ・ は の 場 文 お な 。

一次 文 は の し 。

の は 目 し ・ お し 。

3 　下 部 ）に して 日本の に いて 次の文 に いて

い の 年 に し し の 下の のう 一 選 なさい。

3

　　 　 され 。

　　 　 によ て 用され 。

　　 　 環 での の 験により し に

る とな 。

32　下 部 ）に して 日本の経済 化に いて 次の文 に いて し

い のの 合 下の のう 一 選 なさい。　 32

　　 　 の にあ し 。

　　 　 １次 機（オイ シ ク） 日本経済は の に入 。

　　 　 の 数 は の に していると えるようにな 。

　　 　日 の解 の ザ合 ばれ 。

・ ・ ・ ・

は


